
　問題　＞なる三角形があり，の二等分線と辺の交点をとおく。さら

　　　に線分の垂直二等分線と辺，の交点をそれぞれ，とし，辺上に点を

　　　：：をみたすようにとる。また，三角形の外接円と直線の交点の

　　　うちでない方をとし，，，とする。このとき，三角形の外

　　　接円の半径を，，を用いて表せ。ただし，で線分の長さを表すものとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（年第回日本ジュニア数学オリンピック予選問題）
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　解答　四角形はひし形となり

　　　　　　，

　　　またはの二等分線だから

　　　　　　：：：

　　　　　　　　　　：：

　　　これらから
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　　　また　：：：

　　　　　すなわち　  ：  ：　よって　：：　

　　　　直線との交点をとすると，はの垂直二等分線上の点だから
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　　　　　　　……①

　　　また，右図のようにとなるから

　　　接弦定理の逆により，はの外接円の

　　　における接線である。次に，と直線

　　　についてメネラウスの定理を用いると
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　　　　直線とにおける円の接線との交点をと

　　　すると，で相似比は：：
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　　　これと②よりとは一致するから

　　　　　　　……③

　　　①，③より，したがって，は

　　　の外接円の中心であり，求める半径は
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